
意見３　自治会活動への動機付けについて

【愛甲宮前自治会】
■私の自治会では、自治会活動を牽引し支援協力してくれた方々が、亡く
なったり、高齢化したりなどで、自治会活動を担う人材が減少しています。
若い世代に声をかけていますが、仕事や家庭等で、自治会活動に協力し
たいという方は希薄な状態です。
　地域において、より安心で暮らしやすい、活力あるまちづくりを目指すた
めにも、若い世代の人たちに対して、自治会活動への参加を促す施策が
必要だと考えます。子育て世代の方々で、市の施策で恩恵を受けている
方々や、40代、50代の子育ての卒業生の方々で、恩を返したいと考えてい
る方もいると聞いています。自治会活動に参画することが、地域貢献につ
ながるなど、動機づけのメッセージを全市的に発信していただけると、我々
もやりやすくなりますので、検討していただきたいです。

■動機づけのメッセージの発信については、自治会に加入していただくための取
組として、改めて考えてまいります。
　先日も地震がありましたが、防災の面でも、自治会は一番の重要な要として、地
域の皆様の暮らしと笑顔を守り、行政に御協力をいただいています。自治会の大
切さが伝わるよう、我々も行政として発信をしてまいります。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   (担当課：市民協働推進課)

【南毛利南地区】令和６年度あつぎタウンミーティング実施結果 

日　 時：令和６年８月24日(土)　午後７時～午後８時10分
会　 場：愛甲公民館　１階集会室
　　　　　地区の自治会長（11名）、公民館地区館長
　　　　　市長、副市長、教育長、企画部長、企画部次長、総合計画担当課長、公民館・地区市民センター長

自治会長からの意見 市長等からの回答

意見１　自治会の負担軽減について

【コープ野村自治会】
■自治会加入世帯数が年々減っておりますが、高齢、仕事、介護、子育て
等で役員になって自治会活動をするのは難しいというのが主な理由です。
　自治会としても、役員の業務をできる範囲の仕事にとどめ、負担の軽減
を図っていますが、それでも住民にとって、自治会に加入し役員になると
負担が掛かるという意識はまだまだあります。
　役員となって感じたことですが、防災訓練、美化清掃など参加者も多く、
関心の高いものもありますが、全体的に市関連の行事が多いように感じま
す。自治会の負担軽減について、ご尽力いただいていますが、行事につ
いての見直しを期待しております。役員になってもできると思えるような行
事の量、活動内容であれば、幅広い層からの自治会活動が望めるので
しょうか。

■役員の負担軽減については、市内全域の各自治会の皆様方からお声をいただ
いていおり、現在、全庁的にこの根本的な見直しを進めています。
　また、自治会の高齢化も進んでいることから、現役世代の方々の参加は大変重
要であると考えております。若い世代の方が、負担にならずに役員としても参画し
ていただけるような見直しを行ってまいります。

                                                      　　　　　　    (担当課：市民協働推進課）

意見２　自治会から市への提出書類のペーパーレス化について

【パークハイツ本厚木自治会】
■スマート自治体あつぎを目指して、デジタル化の取組を行っているという
ことは、承知しております。自治会役員の負担を軽減するという意味から
も、市からの自治会に対する連絡、自治会からの市への提出書類などに
ついての電子化の実現を期待しております。後者においては、徐々に電
子化されているという認識はありますが、双方の電子化を期待していま
す。
　電子化により、原稿、封筒、ハガキ、切手等の経費節減もできると考えま
す。削減できた経費を自治会に補助金として還元することができれば、今
まで以上に、自治会活動の幅も広がるのではないでしょうか。

■現在、デジタル化を推進していますが、自治会の皆様の申請や手続き等にお
いても、デジタル化が進むよう積極的に取り組んでまいります。
　それに伴って経費が削減できるのではないか、また、その削減できた経費を自
治会に補助金として支援してもらえないかというお話については、制度的な部分
もありますので、御理解いただければと思います。

                                                       (担当課：ＤＸ推進課、市民協働推進課)

意見４　空き家問題についての自治会の対応について

【愛甲原自治会】
■愛甲原自治会では、空き家が多数存在しています。管理されてきれい
な状態の家もありますが、まったく管理されていない空き家もあります。管
理されていない空き家では、樹木や雑草が生い茂り、隣家や道路にまで
越境しており、我慢している状態です。越境の問題だけでなく、環境的にも
蜂が住みついたり、空き巣が入ったり、いろいろと弊害が考えられます。
　先日、厚木市の空き家対策について確認しましたが、令和４年度から令
和８年度の厚木市空家等対策計画が策定されており、市は色々な取組を
してくれていると改めて認識しました。
　空き家問題は、高齢化もあり、これからも増えていくと思いますので、迅
速に対応していくために、自治会としても、市と協力をして空き家対策に取
り組みたいと考えています。自治会で対応できること、協力できることにつ
いて、確認させてください。

■空き家問題は、本市全域においても課題が生じております。厚木市だけでな
く、全国的な問題となっており、各自治体・県・国が空き家問題に取り組んでいま
す。
　現在、市が把握している空き家は、市全体では649戸、南毛利地区においては
35戸、愛甲原自治会区域の空き家数は18戸となります。
　本市で把握している空き家については、毎年、定期調査を行っており、空き家の
管理状況に応じて庁内の関係各課や消防本部と連携し、空き家所有者に対し適
正管理を促しています。
　一軒でも多く空き家を解消していくため、現在、不動産事業者等とのマッチング
をさせていただくなど、不動産業者と連携し取り組んでいます。
　自治会の皆様の御協力については、空き家の情報は、個人情報の問題等があ
ることから、皆様に提示するのは難しいですが、この地域において空き家があっ
た場合には市へ情報を提供いただきたいと思います。自治会長の負担軽減のお
話も出ていますので、自治会の負担にならない程度での御協力をいただき、市で
空き家の把握をしながら、空き家解消に向けて取り組んでまいります。

　　　　　　　　　　                                               (担当課：住宅課)



意見５　南毛利地区全体が盛り上がるイベント事業の企画について

【愛甲宮前自治会】
■本厚木駅周辺地区では、あつぎ鮎まつり、にぎわい爆発あつぎ国際大
道芸などのイベントが開催されており、地域住民が楽しむ機会が多いと感
じています。
　そこで、愛甲石田駅がある南毛利地区でも地域住民が楽しめるようなイ
ベントがないので企画してほしいと思います。愛甲石田駅周辺には場所が
ないため、例えば、ぼうさいの丘公園のグラウンドを使用して、キッチン
カーを出したり、地元野菜を販売したり、屋台の出店等、南毛利南地区だ
けではなく、南毛利地区全体が楽しめるイベントを企画していただきたいと
思います。
　「５月下旬の南毛利地区さつきまつり」や「８月下旬の盆踊り大会や太鼓
連腕比べ大会」等今後の定着も視野に入れたイベントを企画検討し、南毛
利地区を盛り上げていってほしいです。

■あつぎ鮎まつりやあつぎ国際大道芸については厚木市全体のお祭りで、地域
住民だけでなく、市内外の多くの方々に楽しんでいただいています。
　南毛利南地区をどう盛り上げていくかについては、ぼうさいの丘公園ではあつぎ
消防フェアなどが開催されていますが、私の考えは、愛甲三郎まつりも大変魅力
的であると思っています。愛甲三郎は南毛利地区においても、厚木市においても
素晴らしい歴史的人物です。愛甲三郎祭りは、商工会の皆様のお力をいただき、
市も共催として補助金も出し開催されておりますが、これを大きな祭りとしていくこ
とで、にぎわいも生まれてくると考えております。隣の伊勢原では太田道灌祭りが
開催されています。南毛利南においては愛甲三郎という歴史的人物がいて、源頼
朝を支えた弓矢の名手であることなどを祭りの中で発信し、皆様に知っていただ
き、歴史を誇りに思っていただけるようにすることも大事であると考えています。私
も祭りを大きくしたいという思いもありますので、場所等の課題もあるかと思いま
すが、今後、この話が進むようであれば、市としても御協力させていただきます。
 
　　　　　   (担当課：商業観光課、文化魅力創造課、公園緑地課、消防総務課）


